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and・Flammability Limits* (1) 
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Abstract ; For assessing the explosion-hazard of a gaseous mixture in equilibrium with a 

flammable liquid, such as the atmosphere above the liquid surface in an enclosed vessel, it is of 

little use to show the concentration for the flammability of the vapor in air, but temperatures 

that are defined as lower and upper flashing temperature, are essential. There have only been a 

few instances so far where a series of these measured or estimated temperatures were reported 

for a variety of flammable liquids. 

The author has been aware of the importance of the above two flashing temperatures for 

some time past and examined by measuring them for many substances. Some of the results are 

given in this report, in the form of temperature vs. vapor pressure diagram which shows the 

relationship between flashing temperatures and flammability limits, for estimating the explosion 

-hazard characteristics of industrial chemicals or liquids at a glance. 

In the report the general idea and the importance of the flashing temperatures are first 

described, subsequently followed by the method of measurement and main points of drawing the 

diagrams. Secondly, the diagrams for important substances from industrial safety point of viw 

are presested for each substance. 

Keywords ; Gas explosion, Flammability limit, Flashing temperature, Vapor pressure. 

1. 緒言

密閉容器に入っている可燃性液体の液面上空間のよ

うに，一般に液と蒸気の共存状態における気相系の爆

発危険性を知るには，蒸気の爆発限界を組成で示して

も直接には役に立たず，ここに下部引火点及び上部引

火点と呼ぶ二つの温度が重要である。しかし，この特

性値は従来から実測値も，また蒸気の爆発限界からの

換算値も，系統的に発表された例がほとんどないため，

可燃性液体の取扱い上極めて不便であった。

著者はかねてからその重要性を感じ，多くの物質に

ついてこの数値の実測による検討を重ねてきた。本報

ではその成果を，蒸気の爆発危険性状が一べつして理

解できるような蒸気圧線に基づく引火温度と爆発限界

の関係線図という形態で，工業的に重要な物質につい

て紹介することとした。はじめに，上記の引火点の概

念と重要性，測定方法，及び関係線図の作成要領など

を述べ，続いて物質ごとの線図を掲載してゆく。

2. 引火温度の概念とその重要性

有機化合物は多ハロゲン置換体などの少数の例を除

き，ほとんどすべてが可燃性の物質で，しかも常温で

液状のものが多く，固状でも加温下では液状になる。

ごのような可燃性液体による火災や爆発災害は，一部

＊本報告は安全工学， 24,152 (1985) -25, 165 (1986)に連載発表したものをまとめたものである．
＊＊化学研究部 Chemical Safety Research Division 
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の分解爆発性物質を除けば，ほとんどの場合液面から

発散する蒸気に基づくものである。この場合の危険性

の所在を示す特性値として，引火点と呼ぶ数値が用い

られている。すなわち，引火点よりも高い温度におい

て，液体を入れた開放容器の液面上では火災の危険性

が，また密閉容器中の液面上空間ではガス爆発の危険

性が存在すると考えられてきた。

引火点を測定するには，世界的にほぼ共通の試験法

がそれぞれの国の規格で定められており，タグ密閉式，

ペンスキマルテンス密閉式，クリーブランド開放式な

どが代表的なものである。しかし，これらの方法は元

来商品品位の比較試験を目的としたもので，測定が簡

易なところに実用的な価値はあるが，試験器の構造や

操作法の違いによる測定値への影響が大きいため，そ

の数値を物質固有の危険特性値と定めることには無理

がある。要するに，これらの引火点は規約的な数値に

ほかならない。さらに，密閉容器中では温度が引火点

から数10度上昇すると，爆発危険性が消失するもう一

つの引火点（上部引火点）が存在するが，この引火点

は上記の試験法では測定できない。

このように一口に引火点といっても，色々の引火点

があるので，これらを明確に区別するために，本稿で

は各引火点を次のように定義したい。まず，各種の引

火点のすべてを合わせて引火温度と呼び，次に規格（日

本ではJIS)に基づく従来の引火点を総称してJIS引火

点と呼ぶ。さらに，物質の固有値に近い理想的な引火

点として，ここに下部引火点と呼ぶ数値を次のように

定義することができる。すなわち，下部引火点とは蒸

気の飽和濃度が爆発下限界に相当する液温をいう。こ

のように液面上の蒸気濃度がその温度における飽和濃

度に，しかも均ーに達しているかどうかが，下部引火

点を決める重要な要素であって，その測定はJIS引火

点に比べてかなり面倒なため，実用的な測定法にはな

りにくい欠点がある。一方において，蒸気の飽和濃度

が爆発上限界に相当する液温は上部引火点と定義でき

る。

さて，上述の定義に従えば，下部引火点と上部引火

点は可燃性液体を密閉下で取り扱う場合に，液面上空

間のガス爆発危険性を示す数値として重要である。す

なわち，液体が密閉容器に入っている場合を考えてみ

ると，液面上の空間には蒸気と空気の混合ガスが存在

し，蒸気の濃度は周囲の渦度における飽和濃度に達し

ている。つまり，蒸気濃度は温度で定まる一定値を示

す。この時混合ガスはある濃度範囲の爆発組成域を持

っているので，その温度条件下では着火源の存在によ

り液面上でガス爆発が起こり得る。この状態はすべて

の可燃性液体の容器に当てはまるので，我々の周囲に

多数存在しており，実際にこれに原因する爆発災害は，

小は数100mlの試薬瓶から石油缶，ドラム缶を経て，

大は工場における数1000m3の貯槽に至るまで数多く経

験されてきた。

このように密閉下における気液共存の状態では，液

温だけで危険条件を示すことができ，下部引火点と上

部引火点に挟まれた温度範囲が，爆発性混合ガスを内

蔵し得る条件である。従って，この温度条件の明示が

可燃性液体を安全に取り扱うためのわかりやすい目安

となる。この場合，蒸気の爆発限界を組成で示しても

直接には役に立たないのである。

以上の危険性が我が国で始めて北川内こよって指摘さ

れてから 30年にもなるが，一般にはなおこの種の危険

性の認識は不十分なようである。その理由は各液体に

ついての危険性を具体的に示す下部引火点及び上部引

火点の実測データに乏しいこと，従ってこれらのデー

タをまとめた数値表などが世界的に皆無に近いためと

考えられる。

そこで，その数値を知るために，従来は蒸気の爆発

限界データから蒸気圧線図を用いて換算値を求めてき

た1),2)。一般に引火温度と爆発限界の間には Fig.1に示

す関係がある 3)。すなわち，蒸気圧線を仲介者として両

者は表と裏の関係にあり，どちらかの実測値があれば，

他は函上で容易に換算値が求められる。なお，Fig.I中

には参考のため蒸気濃度範囲と燃焼特性との関係も示

してある。

著者は工業的に重要な多くの可燃性液体について，

下部引火点と上部引火点を実測し，既にかなりのデー

タを蓄積している。そして，蒸気の爆発危険性状が一

べつして理解できる Fig.1のような引火温度と爆発限

界の関係線図を物質ごとに作成してきた。本稿では以

下に順次，著者の引火温度測定値とこの関係線図を紹

介してゆくこととする。

なお，下部引火点及び上部引火点の用語については，

NabertとSchon3>はuntere Explosionspunkt及び

obere Explosionspunktという語を用い，また

Zabetakis4>はLowertemperature limitという語を用

いている。従来の引火点 (Flashpoint, Flammpunkt) 

と区別するためには，下部爆発温度あるいは爆発下限

界温度などという呼び方が適していると著者も考える。

ただし，本稿では約30年前に北川1)によって名付けら



引火温度と爆発限界の関係線図（第1集） 3
 

二亙
H
E
E
〕
出
駁
榛

一
L

e

L

i

 

〔

9

色
O
A
〕
述
感
娯
臨

＼

ー

）

ス
り
い
徳

ガ
よ
な
て

合
に
し
入

混
大
焼
導

な
過
燃
の

能
度
は
気

可
濃
で
空
る

焼

気

身

す

燃
蒸
自
訊
焼

(
＇
_
＼
 

＼

）

 

の
ち
性
わ

ス
ぱ
な

ガ
伝
す
っ

合

己

持

混
自
焼
を

性
の
燃
性

悶
鯰
，＇ 

，

ー

／

リ
い
よ
な
に
し

ス
小
も

認
蒻
混
濃
も

燃
気
焼

不
庫

g
t, 

温度〔℃〕

範囲A;B, Cは不飽和蒸気濃度の領域
範囲Dは過飽和蒸気濃度の領域

（この状態は限られた時間した存在できず，蒸気の一

：門：してミストを生成し，蒸気とミストの混合）

Fig. 1 (I) Relation between flashing temperatures and 

flammability limits, and (2) relation between 

regions of vapor concentration and flam・

mability charactcristics 

引火点と爆発限界の関係，ならぴに蒸気濃度範囲

と燃焼特性の関係
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クグ試験器←—：→ペンスキマルテンス試験器

I 
40― 60 80 roo 120 uo 100 180 200 
JIS密閉式引火点〔℃〕

Relation between flash points determined by 

the JIS closed cup and lower flashing tempera・

tures 

JIS密閉式引火点と下部引火点の関係 (100物

質）

れ，以後国内で使用されてきた下部引火点 (Lower

flashing tempereature)及び上部引火点 (Upperflash-

ing temperature)の語を用いることにした。

3. JIS密閉式引火点と下部引火点の関係

JIS引火点のうちでも，特に密閉式引火点は密閉状態

の爆発下限界に対応するから，元々下部引火点と同質

のものであり，今日に至るまで両者は明確には区別さ

れず，後者はもっぱら前者で代用されてきた。しかし，

著者が多くの物質の同一試料について両者の測定値を

比較検討した結果は，かなり異なる数値であることが

明らかになった5)ので，この点に注意を要する。例えば，

本稿に掲載を予定している諸物質のうちから 100物質

を選び，JIS密閉式引火点と下部引火点の測定値間の温

度差を示したものが Fig.2である。すなわち，引火点

が0℃以上ではJIS引火点より下部引火点が常に低く，

その差は温度の上昇につれて直線的に増大し，100℃付

近で約8℃,200℃付近で約 15℃となる。

このような差を生じる理由は，JIS引火点試験器の蒸

気濃度が指示温度における飽和濃度に達していないこ

と，容器中が均一濃度でないこと，及び試験炎の位置

が容器の上部にあるため，火炎が下方伝ぱになること

などに起因することが明らかである。

4. 下部引火点及び上部引火点の測定法

4.1 流通法

爆発限界の測定例が古来極めて多いのに対して，下

部引火点と上部引火点が実測された例はまれである。

わずかに米国鉱山局の Jonesら6),7)が一部の物質の爆発

限界を求める目的で使用した装置が知られている程度

である。

著者は初め Jonesらの装置を模倣して使用したが叫

測定温度や測定物質の範囲を広げるにつれて，不都合

な面がみられるようになったので，数次の改善を重ね

た結果，最終的に Fig.3に示す装置に落着し，以後こ

れで測定を行ってきた叫

この装置は燃焼筒の頂部が加熱液媒から大気中に露

筒

液
体
恒
温
槽

Fig.3 Apparatus for determining flashing 

temperatures by the flowing method 

流通法の引火点測定装置
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出しているので，特に高湿下ではこの部分からの筒内

の冷却を極力防ぐ必要があった。そのため，内径5.0cm

の燃焼筒の上部約1/4を内径2.6cmに絞り，さらに液

媒からの露出部分の高さを 2cm以下（この部分を金具

で挟んで槽に固定する）に制限することにより， 200℃

程度までの温度においてほぼ飽和濃度とみなされる混

合ガスを得ることができた。頂部での冷却作用が大き

いと，この部分で蒸気が凝縮してミストとなり，これ

が煙霧状になって筒内を下方へ流動する現象がみられ

るが，この状態では適正な測定値が得られない。

液体恒温槽には低温用（液媒：エチレングリコール

と水の混合液，ー30,...,__,+30℃)，中温用（液媒：液面に

流動パラフィンを張った水，25,...,__,95℃)，及び高温用（液

媒：シリコン油または高沸点炭化水素油， 90,...,__,230℃)

の3種を用意し，測定対象に応じ適宜選別して使用す

る。

測定するには，恒温槽を設定温度にした後，組み立

てた装置のセットを液中につける。空気ポンプにより

乾燥空気を流量計を通して蒸発筒の試料液体中へ

100,...,__, 150 ml/minの量でバブルさせ，空気中へ蒸気を飽

和させる。この操作を 15,...,__,zo分続けると，燃焼筒内は

槽の温度における飽和蒸気濃度の混合ガスで満たされ

る。ここで空気の送入を止め， 15000Vのネオントラン

スにより電極間にアーク放電を行う。この時混合ガス

が爆発組成にあれば火炎が筒内を上昇し，爆発が激し

い時には，爆音と共に頂部のコルク栓が吹き上げられ

る。爆発限界付近における火炎伝ぱの有無は，肉眼観

察及びコルク栓の小穴に挿入した熱電対の出力を高速

度mV記録計に記録して，その曲線の形状と出力の大

きさから判定する。爆発限界付近で恒温槽の温度を

0.5℃の幅で変化させた後，同様な操作を繰り返す。以

上の方法で得られる火炎伝ぱの有無の限界の恒温槽温

度を引火点とする。

この方法は蒸発筒及び燃焼筒に空気を流通させるの

で流通法と呼ぶ。多くの物質の下部引火点及び上部引

火点の測定にこの方法が適用できる。

下部引火点の測定では，燃焼生成物がCO此 H20(試

料により N2,HClを含む場合もある）で，これらは燃

焼筒からの追出しが容易なため，多数回の繰返し実験

を行っても，火炎伝ぱの有無の境界温度の再現性は一

般に良好である。従って，よほどの高沸点液体以外は

測定上のトラブルはほとんどみられない。

上部引火点の測定でも，100℃以下の比較的低温度で

は再現性の良好な物質が多い。100℃以上の高温下では，

芳香族化合物のように熱安定性の良好な物質は測定し

やすいが，脂肪族の直鎖化合物などは再現性が不良で

測定しにくい。しかし，一般に爆発上限界における反

応は不完全燃焼で炭素やタール質を生成しやすく，こ

れらは筒内から排出されずに蓄積し，燃焼筒内を著し

＜汚染する場合がある。その結果として，試料の蒸気

圧に狂いを生じさせる欠点がある。そこで，一般に上

部引火点の測定では繰返し実験で求めた数値を，組み

立て直した清浄な燃焼筒を用いて確認することとして

いる。

次に，工業用の可燃性液体のうちには石油類や塗料

溶剤類のような混合液も多いが，これらの試料に対し

ても Fig.3の装置で下部引火点と上部引火点の測定は

可能である。ただし，混合液では繰返し実験を重ねる

と低沸点成分が失われるため，洞定値が次第に上昇す

る傾向がある。従って，一般に最初の数回だけのデー

タを採用し，装置のセットを何度か取り替えて測定し

なければならない。この方法でジェット燃料油JP-4や

塗料シンナーなどの測定を行ったが，純物質に比べる

と手間がかかり面倒である。

次に，難燃性物質と呼ばれる一部の物質（多塩素置

換体など）では，火炎は上方には伝ぱするが，下方に

は伝ぱしない場合がある。このような物質の燃焼性状

を詳しく調べるためには，Fig.4に示すような電極位置

を筒の上部にした下方伝ぱ用燃焼筒の使用が必要であ

る9)0

一方において，通常の易燃性液体に Fig.4の装置を

用いれば，下方伝ぱによる引火点が測定できる。例え

ば， n-ブチルアルコールの上方伝ぱによる引火温度範

Fig. 4 Combustion tube for downward propagation of 

flame (by the flowing method) 

下方伝ぱ用の燃焼筒（流通法）
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囲は 33-----69℃であるが，下方伝ぱでは 36-----57℃となる。

このように両者の差は一般に下部引火点で小さく，上

部引火点で大きい。この事実は爆発限界に及ぼす火炎

の伝ぱ方向の影響を検討すれば，直ちに理解できるで

あろう。すなわち，空気より気体密度がはるかに大き

い有機物蒸気では，酸素が蒸気より拡散性が大きいこ

とに起因して，上限界で火炎伝ぱの方向の影響を顕著

に受けるからである 10)。ただし，本稿では下方伝ぱのデ

ータは難燃性物質以外は取り上げない。

また，蒸発筒に送入する空気に換えて他の支燃性ガ

ス，例えば純酸素を用いれば，酸素中における引火点

が同様にレて測定できる。酸素中の爆発限界は一般に

下限界は空気中の値とほぼ等しいが，上限界は著しく

高くなる。従って，酸素中の下部引火点は空気中の値

とほぼ等しく，上部引火点は空気中の値よりかなり高

温になる。例えば， n-ヘキサンの空気中の上部引火点

は4℃であるが，酸素中では 44℃となる。このような

酸素中の引火点測定値も一部の物質について得られて

いる 8)。

4.2 静置法

物質のうちには，上記の流通法では適正な測定がで

きない場合がある。例えば，固体で引火する物質には，

固体中に空気の送入ができないので，流通法が適用で

きない。みた，固体引火でなくても，融点が比較的高

い物質では，排出ガスの出口である燃焼筒頂部のコル

ク栓の小穴が，凝固した固体で閉塞するので都合が悪

い。さらに，空気との接触で変質しやすい物質，高温

下の安定性がよくない物質などは，一般に流通法では

再現性のよい測定値が得られない。そこで，このよう

な物質に対する測定法として，空気を流通させない Fig.

5に示す静置法と呼ぶ装置を考案した5),11)。この方法で

は燃焼筒中の空気に蒸気を飽和させるのに，底部に入

れた試料から自然蒸発させる。そのため，飽和蒸気濃

度に達するまでの放置時間の選定が重要となる。また，

混合ガスが流動しないので，燃焼筒頂部の冷却防止を

流通法よりもさらに一層強化する必要がある。

測定するには，恒温槽を設定温度にした後，組み立

てた装置のセットを液中につける。一般に下部引火点

では30分，上部引火点では 60分放置した後，筒中の

ガスを着火して火炎伝ぱの有無を調べる。次に，新鮮

な乾燥空気を送入して筒内を十分に洗浄した後，空気

送入を停止し，同様な操作を繰り返す。以下，引火点

の決定方法などは流通法の場合と同じである。

Fig.5 

液
体
恒
温
槽

Apparatus for determining flashing temper-

atures by the static method 

静置法の引火点測定装置

流通法で測定できる物質は静置法でもすべて測定で

きる。若干の物質の同一試料について両法による測定

値を比較した結果は，静置法が上部引火点でやや高い

値を与える傾向があったが，その差は 1℃以内である。

ただし，静置法は測定の所要時間が長くなるので，一

般に流通法の採用を優先し，流通法で不都合な場合だ

け静置法を利用している。

なお，100℃以上の高温下における上部引火点の測定

で，流通法で極度に再現性が悪い一部の物質は，静置

法でも一般に再現性がよくなかった。このような物質

は脂肪族の炭素数8以上の直鎖化合物に多い。この現

象が燃焼筒中の蒸気圧の経時変化に基づくことは間違

いないであろう。しかし，その原因は燃焼生成物の追

出し不良によるものか，試料蒸気自身の熱分解による

低沸点成分の生成によるものかは不明である。

次に，工業用の引火性混合物のうちには，塗料や接

着剤などのように流動性が極度に悪い液体も多く，さ

らにペースト状やスラッジ状ともなればもはや固体に

近くなる。このような試料の引火点測定は，流通法が

適応できないので静置法を使用するが，正確な数値を

得るには大変な手間を要する。しかし，災害防止上の

実際面を考えれば，むしろこのような物質こそ測定が

必要であろう。なお，これらの物質はJIS引火点の測
定でも，適正と考えられる数値を得るのが難しいため，

従来の規格で定める操作法を超えて，色々なテクニッ

クを使用しなければならない12),13)0 
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4.3 測定例 5.1 引火温度データ

繰返し実験の再現性が良好な通常の場合の測定例と

して， n-ブチルアルコールの測定結果を Fig.6に示し

た。火炎伝ぱの有無の境界温度として， 0.5℃幅の温度

変化により多くの物質について，大体この程度の結果

が得られており，測定値は 1℃の単位でまとめている。

なお，測定時の大気圧は 745,..,__,765mmHgの範囲内で，

その変動による測定値への影響は，標準圧760mmHg

に対して最大でも 0.5℃以下である14)から無視すること

とした。

次に，繰返し実験の再現性が悪い上部引火点の測定

例として，n-オクチルアルコールの測定結果を Fig.7に

示した。これは静置法の例であるが，既に述べたよう

に，流通法ではさらに再現性が悪い。このような場合

には，一般に装置のセットを何度も取り替えて，最初

の数回だけのデータを採用することとし，測定値のま

とめ方として，約 120℃ (5℃単位）という表示を用い

ている。

このデータは著者の測定による JIS引火点，下部引

火点 Ct1)及び上部引火点（わ）を主体とした。 JIS引

火点はいずれも密閉式引火点で， 80℃以下はタグ試験

器， 80℃以上はペンスキマルテンス試験器によるもの

である。参考のため， NFPAの数値表15)及びNabert-

Schonの数値表”に記載されている従来の引火点もこの

欄に併記した。

なお，飽和蒸気濃度が化学量論組成に相当する液温

をここでは化学量論温度 Ust) と呼び，その数値も記

載した。この温度は危険度が最も大きい，すなわち爆

発が最も激し<'かつ最も発火しやすい蒸気濃度を生

じる液温を示すので，防災上極めて重要である。また，

この湿度を中心として危険温度域が上下に分布してい

るので，そのおおよその予測に役立つ。例外的物質を

除けば，一般に知より t1は3,......,15℃低く，わは20,......,30℃

高い16)。

5.2 爆発限界データ

5. 引火温度と爆発限界の関係線図の作成要領

この関係線図はデータシートと線図の 2部に分け，

Fig.8に示すデータシートの中に線図の作成に必要な次

の諸データを記入した。
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70 71 

An example of the results of determination of n 

-butyl alcohol (by the flowing method) 

nープチルアルコールの測定例（流通法）

X X 
X X △ X 
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0 0 0 0 0 0 X O X X X 
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x
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温度〔℃〕

Fig.7 

125 

An example of the results of determination of n 

-octyl alcohol (by the static method) 

nーオクチルアルコールの測定例（静置法）

このデータは従来から公表されている爆発下限界(L1)

及び爆発上限界 (L2)の代表的な数値として， NFPA

の数値表15)及びNabert-Schonの数値表3)中の記載値

(1) 

(2) 

物質名

分子式：

構造式：

(3) 沸点：

(4) 引火温度データ

1) JIS引火点：（密閉式）
2) 下部引火点 (t1); 

3) 化学量論温度（な）：

4) 上部引火点 Ct2); 

5) 試料：

6) 測定法：

(5) 爆発限界デーク

1) 爆発下限界 (L1): 

~) 化学量論組成 (V,,): 
3) 爆発上限界 (L2): 

(6) 蒸気圧デーク：．

融点：

mmHg 

t 〔゚C〕

10ツ(t+230)

(7) 特記事項

Fig.8 Data-sheet for drawing the diagram 

線図作成用のデータシート
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6. 相互換算値の符合l生

引火点と爆発限界の相互換算値を，約100物質につ

いて対比した結果は，極めてよく一致する場合，かな

り離れる場合もあるが，適度の差でほぼ一致すると考

えられる場合が多かった。一般に比較的低沸点の物質

がよく一致するようである。そもそも両者は測定の原

理，方法，条件などが異なるので，ある程度の不一致

はむしろ当然であろう。

例えば，試料中に不純物として沸点の低い成分が含

まれる場合，分圧法などによる爆発限界の測定ではさ

ほどの影響を受けないが，引火点の測定では蒸気圧と

温度の関係から大きな影響を受けやすく，一般に引火

点が上下共に低い方へずれる傾向がある。従って，そ

のような引火点測定値から換算した爆発限界は，不合

理なほど低くなる場合があるので注意を要する。

また，高沸点の液体で下部引火点が150℃を超すよう

な物質でも，．一般に上下の引下点が低い方へ顕著にず

れる傾向があった。その原因は，試料中の低沸点不純

物の影響，試料自身の熱分解による低沸点成分の生成

の影響，あるいは燃焼生成物の排出不良の影響など，

色々が考えられるものの，どの因子が有力であるか，

なお解明できていない。

（昭和62年1月22日受理）
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7. 引火温度と爆発限界の関係線図

以後，物質ごとの関係線図を示してゆくが，線図の

作成に必要な数値は図の左側のデータシート中に記載

し，その出所を示す記号として下記の 1)~8) を使用し

た。特に著者による引火点測定値は太字で示してある。

1) NFPAの数値表 (1980) (参考文献呵

2) N abert-Schonの数値表 (1963) (参考文献州

3) 1), 2)以外からの爆発限界データ

4)著者による引火点測定値

5)爆発限界からの引火点換算値

6)引火点からの爆発限界換算値

7) Perryのハンドブック記載の蒸気圧データ

8) 7)以外からの蒸気圧データ

なお，測定物質の一覧を本安全資料の34ページに掲

げる。



引火温度と爆発限界の関係線図（第1集）
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7.1 n-Hexane (n—ヘキサン）
(1) 分子式： CsH14 

(2) 構造式： C-(CkC 

(3) 沸点： 69°C 融点：ー9s0c

(4) 引火温度デーク

1) JIS引火点：（密閉式）ー22°0>,<-20°C2> 
-26°C4> 

2) 下部引火点 (f1):一切oc4>

3) 化学量論温度 (t,,):-17℃ 
4) 上部引火点 (t2):4°C4> 

5) 試料：和光純薬特級
6) 澗定法：流通法

(5) 爆発限界データ

1) 爆発下限界 (Li): 1. 1%1>, 1. 2%2> 

2) 化学量論組成 (V,1):2.16% 

3) 爆発上限界 (L2):7. 5%1>, 7. 4%2> 

(6) 蒸気圧データ7)
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7 .2 n-Heptane (n—ヘプタン）
(1) 分子式： C1H1s 

(2) 構造式： C-(C)s-C 

(3) 沸点： 98°C 融点：ー91°C

(4) 引火温度データ
1) JIS引火点：（密閉式）ー4oc1,.2,,-soc4i 

2) 下部引火点 <t1):-8°0' 

3) 化学量論湿度 <t,1):3°c 
4) 上部引火点 (tz): 26°C4' 

5) 試料：米山薬品 GR

6) 測定法：流通法

(5) 爆発限界データ

1) 爆発下限界 (L1):1. 05%1', 1.1%2' 

2) 化学量論組成 (V,1):1. 87% 

3) 爆発上限界 (L2): 6. 7%1'・2' 

(6) 蒸気圧データ7)
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7 . 3 n-Octane (nーオクタン）
(ll 分子式： CaH1a 

(2) 構造式： C-(CkC 

(3) 沸点： 126°C 

(4) 引火温度データ

1) JIS引火点：（密閉式） 13°C1>'12°c2>'13°C4) 
2) 下部引火点 (t1):11 OC{) 

3) 化学量論温度 u,,>:23°c 
4) 上部引火点（わ）： 50°0> 

5) 試料：和光純薬特級>98%

6) 測定法：流通法

(5) 爆発限界データ
1) 爆発下限界 (L1): 1. 0%1>, 0. 8%2> 

2) 化学量論組成 (V,,):1. 65% 
3) 爆発上限界 (L2):6. 5%1>,2> 

(6) 蒸気圧データ7)
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7 .4 Benzene (ベンゼン）
(1) 分子式： CsHs 

(2) 構造式： /←ーへヽ
"-=/ 

(3) 沸点： 80°C 融点： 5°C 

14¥ 弓＼火1品度データ
1) JIS引火点：（密閉式）ー11oc1>,2>, -lOOC4> 

2) 下部引火点 Ct1): -12°C4> 

3) 化学量論温度 (t,,):-2°C 

4) 上部引火点 Ct2): 15°c4> 

5) 試料：和光純薬1級

6) 澗定法：静置法及び流通法

(5) 爆発限界データ
1) 爆発下限界 (L1): 1. 3%1>'1. 2%2> 

2) 化学量論組成 (V,,):2. 72% 

3) 爆発上限界 CL2):7.1%1>, 8. 0%2> 

(6) 蒸気圧データ”

］
 
g
 
H
 

‘,ノ

。

m
 

3
 
2
 
＋
 

cm 圧

ct

気

／

□
 

度〔oc〕

l i l 5 l rn l 
1-36. 7 /-'--19. 6 /-11. 51-2. 6 
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(7) 特記事項 0

この物質は固体引火性である．

蒸気圧線は融点を境としてかなり曲がっている．

5.0 4.5 4.0 

10ツ(t+ 230) 
3.5 
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7. 5 Toluene (トルエン）
(1) 分子式： C1恥

(2) 構造式：／一＼

"'-=/ 
-C 

(3) 沸点： 111°c 

(4) 引火湿度デーク
1) JIS引火点：（密閉式） 4oc1>, 6oc2>, 4oc4> 

2) 下部引火点 Ct1):3°C4> 

3) 化学量論温度 (t.,):16°C 

4) 上部引火点 (t2):40°C4> 

5) 試料：和光純薬1級

6) 測定法：流通法

(5) 爆発限界データ
1) 爆発下限界 (L1):1. 2%1> ,2> 

2) 化学量論組成 (Vsヽ）： 2.27% 
3) 爆発上限界 (L2):7.1%1>, 7. 0%2> 

(6) 蒸気圧データ7)

融点：ー95°c

蒸気圧〔mmHg〕

温度〔oc〕

I03/(t+230) 

I 1 I . 5 I rn I 
1-26. 1 ¥ -4.41 +6.4 I 1s.4 
I 4. 919 I 4. 433 I 4. 230 I 4. 026 

--'―--

60 I 100 I 200 I 160 

40. 3 I 51. 9 ¥ 69. 5 1110. 6 
3. 100 I 3. 54713. 339 ¥ 2. 936 
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(7) 特記事項 5.0 4.5 4.0 
10ツ(t+230) 

3.5 3.0 

7. 6 Ethyl benzene (エチルベンゼン）
(1) 分子式： CsH10 

(2) 構造式： /—\ 

"-=/ 
-C-C 

(3) 沸点： 136°C 

(4) 引火温度データ
1) JIS引火点：（密閉式） 15°Cll ,2>'23°C4> 

2) 下部引火点 <t1):19°C4> 

3) 化学量論温度 (t,ヽ）： 33°c 

4) 上部引火点 <t2):59°C4> 

5) 試料：米山薬品 EP

6) 測定法：流通法

(5) 爆発限界データ
1) 爆発下限界 (L1):1. 0%1>,2> 

2) 化学量論組成 (V心： 1.96% 
3) 爆発上限界 (L2):6. 7%1> 

(6) 蒸気圧データ”

融点：ー95°c

I 蒸気圧〔mmHgJ 1 I 5 I 10 1 20 

温度〔oc〕 -9.81+13.91 25.91 38.6 
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3. 421 I 3. 288 3. 099 I 2. 131 
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7. 7 o-Xylene (oーキシレン）
(1) 分子式： CsH10 

(2) 構造式： ,,f――¥  

"-=( 
-C 

C 

産業安全研究所安全資料 RIIS-SD-86 

(3) 沸点： 144°c 

(4) 引火温度データ

1) JIS引火点：（密閉式） 32°C1l, 30°C2>, 29°C4> 

2) 下部引火点 Ct1):26°C4> 

3) 化学撮論温度 ct,,):40°c 

4) 上部引火点 Ct2): 66°C4> 

5) 試料：和光純薬特級>98%

6) 測定法：流通法

(5) 爆発限界データ

1) 爆発下限界 (L1): 1. 0%1> ,2> 

2) 化学量論組成 CV,,):1.96% 

3) 爆発上限界 (L2):6. 0%1>,2>, 7. 6%2, 

(6) 蒸気圧データ7)

融点：ー25°c

800600500400300200150 

008060504030 

760mmHg_ 

0ーキシレン

2015 
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ー
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-I-＿ __ ＿＿ 0080605040302015 

〔芸日日〕出ぷ壊蒸気圧〔mmHg) I 
ー・

20 I 1 I 5 10 
温度 (°CJ 1-3.81+20.2 32.1 45.1 

103/(t+230) 4. 421 I 3. 997 3. s15 I 3. 635 
60 I 100 I 200 I 160 
68. 81 81. s j 100. 2 I 144. 4 
, 3. 347) 3. 212) 3. 028 ! 2. 671 

(7) 特記事項
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温度〔゜C)

4.5 4.0 3.5 
10ツ(t+230)

3.0 

7. 8 m-Xylene (m—キシレン）
(1) 分子式： CaH10 

(2) 構造式：／――¥、

"-=/ 
-C 

C 
／ 

(3) 沸点： 139°c 

(4) 引火温度データ

1) JIS引火点：（密閉式） 27°C1>, 25°C2>, 26°C4> 

2) 下部引火点 (t1):22°C4> 

3) 化学盤論温度 (t.,):36°C 

4) 上部引火点 <t2):61°C4> 

5) 試料：和光純薬特級>98%

6) 測定法：流通法

(5) 爆発限界データ
1) 爆発下限界 (L1):1.1%1>,2> 

2) 化学量論組成 (V,1):1. 96% 

3) 爆発上限界 (L2):7. 0%1>,2> 

(6) 蒸気圧データ”
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(7) 特記事項

異性体混合物である一般のキシレン（和光純薬1

級，小宗化学1級など）の爆発温度範囲は， t1が20

~22℃, t2が5S,-.,61℃ であった．

4.5 4.0 3.5 

IOツ(t卜230)
3.0 
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7. 9 p-Xylene (p—キシレン）
(ll 分子式::C直10

(2) 構造式： C —,1-,_c 
"--=/ 

(3) 沸点： 138°C 融点： 13°c 

(4) 引火温度データ
1) JIS引火点：（密閉式） 21°c1,, 25°c2i, 2s0e,4> 

2) 下部引火点 <t1):21°C" 
3) 化学最論温度 (t,,):35°c 

4) 上部引火点 (t2): 59°C4l 

5) 試料：和光純薬特級>98%

6) 測定法：流通法

(5) 爆発限界データ
1) 爆発下限界 (L1):l. l%1i,2> 

2) 化学量論組成 (V.,):1.96% 
3) 爆発上限界 (L2):7. 0%1i,2i 

(6) 蒸気圧データ7)

蒸気圧〔mmHgJ

温 度 (°C〕

103/(t+230) 

f1l5l10I  

I -s. 1 1+15. 51 21. 31 40.1 

14,50714,073 ¥ 3.88713, 702 

1601100[2001 

63. 5 I 75. g ¥ 94. 6 ¥ ms. 3 
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(7) 特記事項 4.5 4.0 3.5 
10ツ(t-1-230) • 
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7 .10 Naphthalene (ナフタリン）
(1) 分子式： C10Hs 

(2) 構造式:-I"-/~、

I II I 
~/"-I' 

(3) 沸点： 218°C 

(4) 引火温度データ
1) JIS引火点：（密閉式） 79°C1)'80°C2)'83°C4) 
2) 下部引火点 <t1):76°C4l 

3) 化学量論湿度 <t,1):92°C 
4) 上部引火点 (t2):123°C4l 

5) 試料：関東化学1級

6) 測定法：静置法及び流通法

(5) 爆発限界データ
1) 爆発下限界 (L1):0. 9%1),2) 

2) 化学量論組成 (V,1):1. 72% 
3) 爆発上限界 (L2): 5. 9%1) .2) 

(6) 蒸気圧データ”

融点： 80°C 

三oc〕
し I 5 I 10 I 
三 61 74.21 85.81101. 7 
I 3. 539 I 3. 287 I 3. 167 I 3. 015 

~--1 100 I 200. _1 100 

1 130. 2 1145. 5 1161. 1 1面
I ! 2. 116 I 2. 663 I 2. 514 I 2. 233 

20 

(7) 特記事項

この物質は固体引火性である．

蒸気圧線は融点を境としてかなり曲がっている．
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7 .11 Cyclohexane (シクロヘキサン）
(1) 分子式： CsH12 

(2) 構造式： C-C 

C〈〉C
C-C 

融点： 1°c (3) 沸点： 81°C 

(4) 引火温度データ
1) JIS引火点：（密閉式）ー20°C1>'-18°C2>

-l8°C4> 

2) 下部引火点 <t1): -18°0> 

3) 化学量論温度 (t,,):-7°C 

4) 上部引火点 (t2):15°C4> 

5) 試料：米山薬品 EP

6) 測定法：静置法及び流通法

(5) 爆発限界データ

1) 爆発下限界 (L1):1. 3%1>, 1. 2%2> 

2) 化学量論組成 (V,,):2.27% 
3) 爆発上限界 (L2): 8%1>, 8. 3%2> 

(6_) 蒸気圧データ7)

I 蒸気圧〔mmHg〕
温

103/(t+230) 

度〔oc〕

I 1 1---5--1 io I 
1-45.3 ¥-25.41-15.9 ¥ -5.o 

¥ 5. 414 ¥ 4. 888 ¥ 4. 671 I 4. 444 
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14. 0871 3. 914 ¥ 3. 676 ¥ 3. 219 
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(7) 特叫巾項

この物質は固体引火性である．

4.5 4.0 
10" /(tート230)

3.5 3.0 

（つづく）

7 .12 Methyl alcohol (メチルアルコール）
(1) 分子式： CH40 

(2) 構造式： C-OH 

(3) 沸点： 65°C 

(4) 引火温度データ

1) JIS引火点：（密閉式） 11 oc1),2), 

2) 下部引火点 Ct1):7°C4l 

3) 化学量論温度 ct,,):20°c 

4) 上部引火点 Ct2):44°C4l 

5) 試料：和光純薬1級，特級

6) 測定法：流通法及び静置法

(5) 爆発限界データ

1) 爆発下限界 (L1): 6. 0%1>, 5. 5%2> 

2) 化学量論組成 (V,1):12. 25% 

3) 爆発上限界 (L2): 36%1>, 26. 5%2> 
(6) 蒸気圧データ7)

融点：ー96°C

10oc4, 

800600500400300200150 
20 

15 

蒸気圧〔mm諏〕 1 1 1 5 1 10 1 20 

温度〔ocJ J-44.01-25.31-16.21-6.0 

103/(t+230) 5. 376 I 4. 885 I 4. 677 I 4. 464 

oo I 100 I 200 I 160 
+12. 1 I 21. 2 I 34. s I 64. 1 
4. 131 I 3. 981 I 3. 116 I 3. 393 

(7) 特記事項

上部引火点測定時の着火操作後に，加熱された Pt
電極がメチ-・ ルアルコール蒸気の酸化反応（ホルムアル
プヒト｀生成）の触媒とな
があるので，注意を要す

り，赤熱状態を持続すること
る．
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7 .13 Ethyl alcohol (エチルアルコール）
(1) 分子式： C2HsO 

(2) 構造式： C―C-OH 
(3) 沸点： 78°C 融点：ー115°c

(4) 引火温度データ

1) JIS引火点：（密閉式） 13°C1>, 12°C2>, l3°C4> 
2) 下部引火点<<t1): 9°C4> 

3) 化学撮論温度 u,,):22°c 
4) 上部引火点 <t2):42°C4> 

5) 試料：和光純薬1級

6) 測定法：流通法及び静置法

(5) 爆発限界データ

1) 爆発下限界 (L1): 3. 3%1>, 3. 5%2> 

2) 化学撮論組成 (V,1) : 6. 53% 
3) 爆発上限界 (L2):19%1>, _ 15%2> 

(6) 蒸気圧デーク7)

I蒸気圧〔mmHg〕
温 度〔oc〕

103/(t+230) 

I i I s I io I 
-31.31-12.0 -2.3 +s.o 
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7 .14 n-Propyl alcohol (n—プロピルアルコール）
(1) 分子式： Cs比0
(2) 構造式： C-C--C-OH 

(3) 沸点： ggoc 融点：ー121°c

(4) 引火温度データ

1) JIS引火点：（密閉式） 23°C1>, 22°c2>, 24°C4> 

2) 下部引火点 Ct1):21°0> 

3) 化学量論温度 Ct,,):33°c 
4) 上部引火点 (t2):55°0> 

5) 試料：和光純薬特級，米山薬品1級
6) 測定法：流通法

(5) 爆発限界デーク

1) 爆発下限界 (L1):2.1%2> 

2) 化学量論組成 (V,1): 4. 45% 
3) 爆発上限界 (L2): 13. 7%1>, 13. 5%2> 

(6) 蒸気圧データ”

蒸気圧〔mmHg〕

温 度〔oc〕
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7 .15 iso-Propyl alcohol (イソプロピルアルコール）
(1) 分子式： Ca比0 ・ 800 

(2) 構造式： c-9―C 600 

OH 綴
(3) 沸点： 82°C 融点：ー90°C 300 

(4) 引火混度データ

I) JIS iJ I火点：（密閉式） 12℃ ii.2i, 13oc4> 
2) ド部引火点 Ct1):l0°C4> 

3) 化学量論温度 Ctsヽ）： 21°c 
4) 上部引火点 Ct2):38°C4> 

5) 試料：和光純薬 1級

6) 澗定法：流通法

(5) 爆発限界データ

1) 爆発下限界 (L1):2. 0%1> .2> 

2) 化学巌論組成 (V,1):4.45% 
3) 爆発上限界 (L2): 12. 7% (93°Cにて）ll,12%2> 

(6) 蒸気圧データ7)

蒸気圧〔mmHg〕 1 I 5 I 10 I 20 

温度〔oc〕 -26.1 I -7.o I +2.4 12. 1 

1QS/(t+230) 4. 90414. 484 4.303 -i-4.120 

60 I 100 I 200 I 160 

30. 5 I 39. 5 I 53. o I s2. 5 

3. 839 I 3. 711 I 3. 534 [ 3. 200 

(7) 特記事項
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7 .16 n-Butyl alcohol (n—プチルアルコール）
(1) 分子式： Ct比oO
(2) 構造式： C-C-C-

(3) 沸点： 111°c 

(4) 引火温度データ

1) JIS引火点：（密閉式） 29oco,2i, 

2) 下部引火点 Ct1):33°C4> 

3) 化学量論温度 u,,):45°c 
4) 上部引火点 Ct2):69°C4> 

5) 試料：和光純薬1級，米山薬品 1級

6) 測定法：流通法及び静置法

(5) 爆発限界デーク

1) 爆発下限界 (L1):1. 4%1>,2>, 1. 7%2> 

2) 化学量論組成 (Vsi):3. 37% 
3) 爆発上限界 (L2):11. 2%1>, 11. 3%2>, 10%2l 

(6) 蒸気圧データ”

C-OII 

融点：ー90°c

37°c、4)
200 
150 

0
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0
5
0
4
0
3
0
 
20 
15 

ll・ プチルアルコール

蒸気圧〔mmHg〕 1 5 10 20 

温度〔oc〕 -1.2 +20.0 30.2 41.5 

108/(t+230) 4.371 4.000 3.843 3.683 

60 100 200 760 

60.3 70.1 84.3 117.5 

3.445 3. 332 3. 182 I 2. 878 
(7) 特記事項

従来のJIS引火点29°cは適正でない（低すぎる）．
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7 .17 iso-Butyl alcohol (イソプチルアルコール）
(1) 分子式： C出知0
(2) 構造式： C-C-C-OH 

t 
(3) 沸点： 108°C 

(4) 引火温度デーク
1) JIS引火点：（密閉式）28°Cl>, 27°C2>, 30°C4> 

2) 下部引火点 Ct1):26°C4> 

3) 化学量論温度 (t.ヽ）： 36°C 
4) 上部引火点 Ct2):59°C4> 

5) 試料：米山薬品 1級

6) 測定法：流通法

(5) 爆発限界データ
1) 爆発下限界(L1): 1. 7% (51°Cにて）1), 1. 7%2) 

2) 化学量論組成 (V位： 3.37% 
3) 爆発上限界 (L2): 10. 6% (94°Cにて）1) 

(6) 蒸気圧デーク7)

融点：ー108°C

蒸気圧 (mmHg〕
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7 .18 sec-Butyl alcohol (secープチルアルコール）
(1) 分子式： C出血0
(2) 構造式： C-C-C-C 

。IH
融点：ーl15°C(3) 沸点： 99°c 

(4) 引火温度データ
1) JIS引火点：（密閉式） 24°C1>,2>, 22°C'> 
2) 下部引火点 U1):19°C4> 

3) 化学量論温度 (t.,):31°C 
4) 上部引火点 (t2): 50°C'> 

5) 試料：米山薬品 CP

6) 測定法：流通法

(5) 爆発限界データ
1) 爆発下限界 (Li):1. 7% (100°Cにて）l) 

2) 化学量論組成 (V,ヽ）： 3.37% 
3) 爆発上限界 (L2): 9. 8% (100°Cにて）1) 
(6) 蒸気圧データ?)

蒸気圧〔mmHg〕

~!(t+230) 

度〔ocJ

I 1 s I 10 
1-12.2 I +1.2 I 16.9 I 
I 4. 591 I 4. 216 I 4. 050 I 3. 887 
60 f10of2ool 
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7 .19 tert-Butyl alcohol (tertープチルアルコール）
(1) 分子式： Cふ如0

(2) 構造式： C 
800 

600 
c-9-on soo 
C 

400 -

融点： -j 25°C 
300'-

(3) 沸点： 83°C 

(4) リl火温度デーク
l) JIS引火点：（密閉式） noc]),2), 

2) -,~-部り l火点 Ct1): 9°C4l 

3) 化学量論温度 Ct,,):18°C 
4) 上部引火点 (/2): 35°C4l 

5) 試料：米山薬品EP

6) 測定法：静置法及び流通法

(5) 爆発限界デーク

1) 爆発下限界 (L1):2. 4%1>, 2. 3%2> 

2) 化学量論組成 CV,,):3. 37% 
3) 爆発上限界 (L2): 8. 0%1>.2> 

(6) 蒸気圧データ7)

11°C4> 

蒸気圧〔mmHg〕 1 5 10 20 

温度〔oc〕 -20.4 -3.0 +5.5 14.3 

108/(t+230) 4.771 4.405 4.246 4.093 

40 100 200 760 

24.5 39.8 52. 7 82.9 

3.929 3.706 3.537 3.196 

(7) 特記事項

この物質は固休引火性である．

蒸気庄線は融点を境としてわずかに曲がデCいる．
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(6) 

7. 20 n-Amyl alcohol (n—アミルアルコール）
(1) 分子式： C社如0

(2) 構造式： C-(C)a---C-OH 

(3) 沸点： 138°C 融点：ー19°c

(4) 引火温度デーク

1) JIS引火点：（密閉式） 33°0>, ,1!)°C2>, 49°C4l 
2) 下部引火点 (t1): 44°C4> 

3) 化学量論温度 (t.ヽ）： 56°C 

4) 上部引火点 Ct2):82°C4> 

5) 試料：米山薬品EP,関東化学1級
6) 測定法：流通法

(5) 爆発限界データ

1) 爆発下限界 CL1):1. 2%1l, 1. 3%2> 

2) 化学撮論組成 (V,,):2. 72% 

3) 爆発上限界 (L2):10. 0% (100°Cにて）1), 
10.5%2> 

蒸気圧デーク7)

蒸気圧〔mmHg〕

温 度〔oc〕

108/(t+230) 

I i I 5 I 10 I 
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(7) 特記事項

従来のJIS引火点33°cは適正でない（低すぎる）．
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7. 21 iso-Amyl alcohol (イソアミルアルコール）
(1) 分子式： C5H120 

(2) 構造式： C-C-C-C-OH 

t 
(3) 沸点： 131°c 

(4) 引火温度データ

1) JIS引火点：（密閉式） 43°C1>,2>, 44°C4> 
2) 下部引火点 (t1):40°C4> 

3) 化学量論温度 u.,):s2°c 
4) 上部引火点 <t2):75°C4> 

5) 試料：和光純薬1級，米山薬品1級

6) 測定法：流通法及び静置法

(5) 爆発限界データ

1) 爆発下限界 (Li):1. 2%1> ,2>, 1. 5%2> 

2) 化学量論組成 (V,ヽ）： 2. 72% 

3) A 爆発上限界(L2):9. 0% (100°Cにて）1), 約8%2)

(6) 蒸気圧データ”

蒸気圧 (mmHg〕

温度［

融点：ー111°c

:oc〕

108/(t+230) 

I i i s I io I 
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7 .22 n-Hexyl alcohol (n—ヘキシルアルコール）

(1) 分子式： CsHu゚
(2) 構造式： C-(C)4―-C-OH 

(3) 沸点： 151°c 融点：ー46°C

(4) 引火温度デーク

1) JIS引火点：（密閉式） 63°C1>,2>, 62°C4> 
2) 下部引火点 Ct1):55°c4S 

3) 化学撮論温度 (t,ヽ）： 67°C 

4) 上部引火点 (t2): 97°C4> 

5) 試料：米山薬品 CP

6) 測定法：流通法

(5) 爆発限界データ

1) 爆発下限界 (L1): 1. 2% (100°Cにて）3) 

2) 化学量論組成 (V.,):2. 27% 

3) 爆発上限界 (L2): 10. 0%6> 

(6) 蒸気圧データ”

蒸気圧〔mmHg〕

温 度〔oc〕

108/(t+230) 
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(7) 特記事項
3> M.G. Zabetakis: U.S. Bur. Mines, Bull. 
627 (1965) 
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7.23 

(1) 

Methyl iso-butyl carbinol 

（メチルイソプチルカルビノール）

分子式： CsHuO 

? 
構造式： C-C-C-C--C 

畑
(3) 沸点： 132°C 

(4) 引火温度データ

1) JIS引火点：（密閉式） 41°Cll'40°C4l 

（開放式） 54°C2l 

2) 下部引火点 (t1):37°C4l 

3) 化学量論湿度 (t,1):48°C 

4) 上部引火点 (ta): 69°C4> 

5) 試料：和光純薬1級

6) 測定法：流通法

(5) 爆発限界データ

1) 爆発下限界 (Li): 1. 0%1> 

2) 化学量論組成 (V,1):2. 27% 

3) 爆発上限界 (La): 5. 5%1> 

(6) 蒸気圧デーク8)

(2) 

融点：＜ー00°c

E

-

800600500
燭

300

メチルイソプチルカルビノール

200 
150 

〔岳
E
s〕
出
ぷ
蒸

蒸気圧〔mmHg〕

温

10s / (t-t-230) 

1-2.s I 760 
I 20 ! 131. s 
i 4. ooo I 2. 764 

2
 

度〔oc〕 0.2 

l• 一 爆発温度範囲

。
10 

(7) 特記事項

この物質の 7)記載の蒸気圧データは疑問があるの

で，採用しなかった．

81 N. I. Sax: "Dangerous Properties of 
Industrial Materials", 4 th. Edit., p. 807 (1979) 

20 30 40 50 60 70 80 90100 120 140 
温度（℃〕

4.5 4.0 1 3.5 
10ツ(t+230)

3.0 

7. 24 Cyclohexanol (シクロヘキサノール）
(1) 分子式： Cs即 0

(2) 構造式：〈ー＼

ー／
-OH 

(3) 沸点： 161°c 

(4) 引火温度デーク

1) JIS引火点：（密閉式） 68°C1l.2)'62°C4> 

2) 下部引火点 (ti): 56°C4> 

3) 化学量論温度 (t,,):67°C 

4) 上部引火点 <t2):94°C4> 

5) 試料：米山薬品EP

6) 測定法：流通法

(5) 爆発限界データ

1) 爆発下限界 (L1): 1. 3%6> 

2) 化学量論組成 (V,,):2. 40% 

3) 爆発上限界（ら）： 8.8%6> 
(6) 蒸気圧デーク7)

蒸気圧〔mmHg〕

温

融点： 25°c 

度〔ocJ
I i I s I io I 
I 21.0 I 44.o I 56.o I 
, 3.984, 3.650, 3.497, 3.347 
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7. 25 Ethylene glycol (エチレングリコール）
(1) 分子式： C2比02
(2) 構造式： C-C 

I I 
OHOH 

(3) 沸点： rn1°c 

(4) 引火温度データ

1) JIS引火点：（密閉式） 111°C1>・2', 118°C4' 
2) 下部引火点 (tv: 109°C4> 

3) 化学量論温度 u,,):129°c 
4) 上部引火点 <t2): 165°C4> 

5) 試料：米山薬品1級

6) 測定法：流通法

(5) 爆発限界データ

1) 爆発下限界 (LI):3. 2%1>02> 

2) 化学量論組成 (V.,):7. 73% 

3) 爆発上限界（ら）： 33%6> 

(6) 蒸気圧デーク7)

蒸気圧〔mmHg〕

温

融点：ーrn°c

度〔oc〕
I 1 I 5 I 10 
I "・, 1 79. , i 92. , I 10,. , 
I 3. 534 1 3. 299 1 3. 105 I 2. 978 

60 j10oj2ooj 

129. 51141. 8 1158. 5 j 197. 3 

2. 1s2 j 2. 690 j 2. 574 j 2. 340 

20 

760 

800-600500400300 
200 

150 

〔

l
l
H
W
日
〕
出
娯
燕

2
 

20 

15 

ー

3

0
8
6
5
4
 

ー

2

5

 

ー

〔
凌
〕
磁
應
取
篠

1

8

6

4

 

0
0
0
0
 

0.2 

固
蕊
笛
翠
窯
裳

エチレングリコール

爆発温度紡囲

50 60 70 80 90 100 120 
温度〔'CJ

140 160 180 200 

(7) 特記事項

蒸気圧線はわずかに曲がっている．
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7. 26 Propylene glycol (プロピレングリコール）
(1) 分子式 CaHa02

(2) 構造式： C-C-C 
I I 
OHOH 

(3) 沸点： 188°C 

(4) 引火温度デーク

1) JIS引火点：（密閉式） 99°C1l.2)'101°C4> 
2) 下部引火点 Ct1):93°C4> 

3) 化学量論温度 Ct.,):110°c 

4) 上部引火点（わ）： 143°C4> 

5) 試料：米山薬品EP,和光純薬1級

6) 測定法：流通法

(5) 爆発限界データ
1) 爆発下限界 (L1):2. 6%1>,2> 

2) 化学量論組成 (V,1):4. 97% 
3) 爆発上限界 (L2):12. 5%1>, 12. 6%2> 

(6) 蒸気圧データ7)

蒸気圧〔mmHg〕

温

融点：一-59°C

度〔oc〕
I 1 s I 10 I 20 
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7. 27 Furfuryl alcohol (フルフリルアルコール）
(I) 分子式： Cs比02
(2) 構造式： C C 

II II 
C-0-C-C-OH 

(3) 沸点： 110°c 融点：ー31°c

(4) 引火温度デーク

1) JIS引火点：（密閉式） 75°C2>, 76°C4l 

（開放式） 75°0) 

2) 下部引火点 <t1):70°C4> 

3) 化学量論温度 (t,,):88°C 

4) 上部引火点 <t11): 126°C4> 

5) 試料：米山薬品 CP
6) 澗定法：流通法

(5) 爆発限界デーク
1) 爆発下限界 (L1): 1. 8%1> ,2> 

2) 化学量論組成 (V,t):3. 67% 
3) 爆発上限界 (Li):16. 3%1) ,2) 

］ 
(6) 蒸気圧データ”

蒸気圧 (mmHg〕

温度 (°CJ

10ツ(t+230)

¥ 1 I s , -10・1 
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(7) 特記事項

7. 28 Phenol (フェノール）
(1) 分子式： CaHaO 

(2) 構造式：／ー一＼

"-=/ 
--OH 

(3) 沸点： 182°C 

(4) 引火温度データ
1) JIS引火点：（密閉式） 79°C1>-2>, 79°C4> 

2)・ 下部引火点 (t1):72°C~l 
3) 化学最論温度 (t.,):88°C 

4) 上部引火点 (tg): 112oe4i 

5) 試料：米山薬品1級

6) 測定法：流通法

(5) 爆発限界データ
1) 爆発下限界 (Li): 1. 8%1> 

2) 化学量論組成 (V,,):2. 90% 

3) 爆発上限界 (fa):9. 0%6> 

(6) 蒸気圧デーク7)

融点： 41°c 

蒸気圧〔mmHg)

温

108/(t+230) 

度〔oc)

I 1 I 5 I 10 l 
I 40.1 ¥ 62.5 I 73.8 I 86.o 
, 13. 102 ¥ 3. 419 I 3. 292 ¥ 3. 16s 
60 I 100 ¥ 21刃¥160 
108. 4 J 121. 4 I 139. o 1181. 9 
12. 955 I 2. 846 I 2. no I 2. 428 
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17) 特記事項
蒸気圧線はわずかに曲がっている．
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7. 29 o-Cresol (oークレゾール）
(1) 分子式： C1比0
(2) 構造式：／一＼

"--=/ 
-C 

＼ OH 

融点： 31°c (3) 沸点： 191°c 

(4) 引火温度デーク
1) JIS引火点：（密閉式） 81° 〇)，2>,81°C!I> 
2) 下部引火点 (ti):74°C!I> 

3) 化学彙論温度 (t,,):88°C 

4) 上部引火点 Ct2): 114°C!I) 

5) 試料：米山薬品EP

6) 測定法：流通法

(5) 爆発限界データ
1) 爆発下限界 (L1):1. 4% (149°Cにて）1) 

2) 化学量論組成 (V,1):2. 40% 

3) 爆発上限界 (L2): 7. 5%6> 

(6) 蒸気圧データ7)

蒸気圧〔mmHg〕

温

108/(t+230) 

度〔oc〕
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7 .30 m-Cresol (m—クレゾール）
(1) 分子式： C1比0
(2) 構造式：／――¥、

"'-=/ 
-C 

。丘
(3) 沸点： 203°C 

(4l iJI火温度デーク
1) JIS引火点：（密閉式） 86°C1>,2>, 92°C4l 
2) 下部引火点 (t1):84°C4> 

3) 化学盤論温度 (t,,):ggoc 

4) 上部引火点 (ta):125°C4> 

5) 試料：米山薬品EP
6) 測定法：流通法

(5) 爆発限界データ
1) 爆発下限界 (L1):1. 1% (150°Cにて）1) 

2) 化学量論組成 (Vst): 2. 40% 

3) 爆発上限界 (La):7. 7%6> 

(6) 蒸気圧データ7)

蒸気圧〔mm諏〕 I 1 I 5 I 10 I 
温度〔゜C) I 52.0 I 76.0 I 87.8 ¥ 101.4 
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~20~ ! 2. 811 ¥ 2. 717 ; 2. 582 2. 311 
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(7) 特記事項

蒸気圧線はわずかに曲がっている．
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7. 31 p-Cresol (pークレゾール）

(1) 分子式： C1HsO 

(2) 構造式：
HO-
／一＼

"-=/ 
-C 

融点： 35°c (3) 沸点： 202°c 

(4) 引火温度データ
1) JIS引火点：（密閉式） 86°C1> ,Z), 93°C4l 

2) 下部引火点 (ti):85°0> 

3) 化学量論温度（な）： 100°c 

4) 上部引火点 (tz): 127°C4> 

5) 試料：和光純薬1級

6) 測定法：流通法

(5) 爆発限界データ

1) 爆発下限界 (L1):1. 1% (150°Cにて）1), 
1. 0%2) 

2) 化学量論組成 (V,,):2.40% 

3) 爆発上限界 ([,2): 7. 9%6' 
(6) 蒸気圧データ7)

蒸気圧〔mmHg〕
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17) 特記事項

蒸気圧線はわずかに曲がっている．
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7 . 32 Diethyl ether (ジエチルエーテル）
(1) 分子式： C4H100 

(2) 構造式： C-C-0-C-C 

(3) 沸点： 3s0c 融点：ーll6°C

(4) 引火温度データ

1) JIS引火点：（密閉式）ー45°Cl)'・<-20°C2> 

2) 下部引火点 Ct1):-45°0> 

3) 化学量論湿度 (t,,):-35°C 

4) 上部引火点（な）： 15oe4i 

5) 試料：和光純薬1級

6) 測定法：流通法

(5) 爆発限界データ

1) 爆発下限界 (L1): 1. 9%1>, 1. 7%2> 

2) 化学量論組成 (V"):3. 37% 
3) 爆発上限界 (L2):36%1>・2>, 48%8> 

(6) 蒸気圧データ7)

蒸気圧〔mmHgJ

温 度 (°CJ

I 1 i s I 10 I 
1-74. 31-56. 9 ¥-48.1 1-38. 5 

j 6. 423 I 5. 777 I 5. 498 5. 222 I 
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(7) 特記事項

上部引火点15°c付近における燃焼は冷炎発生域の
ため，暗所でも火炎が肉眼で認知できないが，熱電対
には通祁炎と同様にシャープに応答する．
3) 柳生：“ガスおよび蒸気の爆発限界",p. 135, 
安全工学協会 (1977)
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Di-iso-propyl ether 

（ジイソプロピルエーテル）

分子式： CaHuO 
構造式： C 

＼ 
C 

c/ 
c-o-c/ 
"-c 

(3) 沸点： 68°C 融点：ー86°C

(4) 引火温度データ

1) JIS引火点：（密閉式）ー2s0ci>,<-20°c2> 
2) 下部引火点 (t1):-28°C勾

3) 化学量論温度 (t,,):-19°C 

4) 上部引火点 <t2):s0c4> 

5) 試料：米山薬品 CR

6) 測定法：流通法

(5) 爆発限界デーク

1) 爆発下限界 (L1):1. 4%1> ,2> 

2) 化学量論組成 (V,1):2. 27% 

3), 爆発上限界 (L2):7. 9%1>, 21%2> 

(6) 蒸気圧データ7)

7.33 

(1) 

(2) 

蒸気圧〔mmHg〕

,~8/ (t+230) 度〔oc〕
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(7) 特記事項

爆発上限界21%は冷炎発生域の限界と考えられる

が，上部引火点の測定では冷炎が発生しなかった．

6.0 5.5 5.0 4.5 
103/(t+230) 

4.0 3.5 

（つづく）

7.34 1,4-Dioxane (1,4—ジオキサン）
(1) 分子式： C出＄〇2

(2) 構造式： C-C 
／＼  

゜"--c-c/ ゜(3) 沸点： 101°c 

(4) 引火温度データ

1) JIS引火点：（密閉式） 12°c1>, 11°C2>'12°C4> 
2) 下部引火点 <t1):9°C4> 

3) 化学量論温度 (ts1):23°c 

4) 上部引火点 <t2):59°C4l 

5) 試料：米山薬品1級，和光純薬1級

6) 測定法：静置法及び流通法

(5) 爆発限界デーク
1) 爆発下限界 (L1):2. 0%1>, 1. 9%2> 

2) 化学量論組成 <V,1):4. 02% 
3) 爆発上限界 (L2):22%1>, 22. 5%2> 

(6) 蒸気圧データ8)

融点： 11°c 

蒸気圧〔mmHg〕

温

1QS/(t+230) 

(7) 特記事項

この物質は固体引火性でーある．

この物質の”記載の蒸気圧データは疑問があるの

で，採用しなかった．

8) 日本化学会編：化学便覧 (1984)
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7. 35 Trioxane (トリオキサン）
(1) 分子式： Ca出Os
(2) 構造式： C-0 

o/ " "-c-o/ 
C 

(3) 沸点： 114°c 融点： 63°C 
(4) 引火温度データ
1) ]IS引火点：（密閉式） 38°C4l 

（開放式） 45oc1>,2) 
2) 下部引火点 (ti):34C4> 
3) 化学量論温度 (t,ヽ）： 46°C 
4) 上部引火点 Ct2):80°C4l 
5) 試料：小宗化学
6) 測定法：静置法
(5) 爆発限界データ
1) 爆発下限界 (L1):3. 6%1> .2i 
2) 化学量論組成 (V,t):6.53% 
3) 爆発上限界 (L2):29%11 ,2> 
(6) 蒸気圧データ8)

産業安全研究所安全資料
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(7) 特記事項
この物質は固体引火性である．

s, J. F. Walker: "Formaldehyde", 3rd. 
Edit., p. 191 (1964); その他 Khim.Prom., 828 
(1965) 
蒸気圧線は融点を境としてかなり曲がっている疇

-JO JO 

爆発温度範囲
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3.0 

Ethylene glycol monomethyl ether 

（エチレングリコールモノメチルエーテル）
(1) 分子式： Cs比02
(2) 構造式： C-0-C-C-OH 

(3) 沸点： 124°c 融点：ー85°C

(4} 引火温度データ

1) JIS引火点：（密閉式） 39°C1>-2>'39°C4> 

2) 下部引火点 <t1):35°C41 

3) 化学量論温度 (t,,):51°C 
4) 上部引火点 (t2):82°C4l 

5) 試料：米山薬品 CP

6) 測定法：流通法

(5) 爆発限界デーク

1) 爆発下限界 (L1):2. 3% (93°Cにて）1>,2.5%2> 

2) 化学量論組成 CVst):4. 97% 
3) 爆発上限界 (L2):24. 5% (93°Cにて）1>,20%2> 
(6) 蒸気圧デーク8)

蒸気圧〔mmHg)

温

1Q3/(t+230) 

(7) 特記事項

この物質の 7)記載の蒸気圧データは疑問があるの

で，採用しなかった．

8) 日本乳化剤（株）製品カタログ‘‘グリコールエー

テル"(1983); N. I. Sax: "Dangerous Properties 
of Industrial Materials", 4th. Edit., p. 661 
(1979) 

7.36 

度〔oc〕
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Ethylene glyecol monoethyl ether 

（エチレングリコールモノエチルエーテル）

(1) 分子式 C出:1002
(2) 構造式： C-C-0-C-C-OH 

(3) 沸点： 136°C 融点：＜ー10°c

(4) 引火温度データ

1) JIS引火点：（密閉式） 43°C1>, 40°C2>, 43°0> 

2) 下部引火点 (ti):38°C4> 

3) 化学量論温度 (t.,):53°c 

4) 上部引火点 (t2):83°C4> 

5) 試料：米山薬品 CP

6) 測定法：流通法

(5) 爆発限界データ

1) 爆発下限界 (L1): 1. 7% (93°Cにて）1>,1.8%2) 

2) 化学量論組成 (V心： 3.67% 
3) 爆発上限界 (L2):15. 6% (93°Cにて）1), 

15. 7%2> 

7.37 

(6) 

蒸気圧〔mmHg)

温

1QS/(t+23Q) 

(7) 特記事項

8) 日本乳化剤（株）製品カタログ“グリコールエー

テル"(1978); N. I. Sax: "Dangerous Properties 
of Industrial Materials", 4th.Edit., p. 475(1979) 

蒸気圧データ8)

度〔oc〕
3. s I 10 I 50 I 160 
I 20 35 I 64 ¥ 135. 6 
4. 000 ¥ 3. 774 ¥ 3. 401 j 2. 735 

2015 
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一30 40 50 60 70 80 90100 120 140 温度〔゜C〕

4.5 4.0 3.5 
10ツ(t+230)

3.0 

7.38 

(1) 

(2) 

Ethylene glycol mono-iso-butyl ether 

（エチレングリコールモノイソプチルエーテル）

分子式： CsH1402 
構造式： C―C-C-0-C-C -OH 
t 

(3) 沸点： 160°C 

(4) 引火温度データ

1) JIS引火点：（密閉式） 58°C1>, 56°C4> 

2) 下部引火点 (t1):51°C4> 

3) 化学量論温度 (t,,):65°C 

4) 上部引火点 (t2):93°C4> 

5) 試料：日本乳化剤>99%

6) 測定法：流通法

(5) 爆発限界データ

1) 爆発下限界 (L1):1. 2% (93°Cにて） I) 

2) 化学量論組成 (V,,):2. 40% 
3) 爆発上限界 (L2):9. 4% (135°Cにて）l) 

(6) 蒸気圧データ8)

融点：＜ー10°c

蒸気圧 (mmHg〕

温 度〔oc〕

103/(t+230) 

1 I 10 i so I 160 
I 20 I 53 I ss J 160. s 
I 4. ooo I 3. 534 I 3. 115 J 2. 561 

(7) 特記事項

8) 日本乳化剤（株）製品カクログ‘‘グリコールエー

テル"(1978) 
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Ethylene glycol monophenyl ether (エチレ

ング．リコールモノフェニルエーテル）

分子式： C~H1002 
構造式： /—\ -0-C-C-OH 
"=/ 

(3) 沸点： 245°c 

(4) 引火温度データ
1) JIS引火点：（密閉式） 121°C1>, 124°C4> 

2) 下部引火点 (!1):114°C4> 

3) 化学蓋論温度 u.,):130°c 
4) 上部引火点（わ）： 165°C4> 

5) 試料：日本乳化剤>99%

6) 測定法：流通法

(5) 爆発限界データ
1) 爆発下限界 (L1):1. 0%6> 

2) 化学量論組成 CVst):2.16% 
3) 爆発上限界 (L2): 8. 6%6> 

(6) 蒸気圧データ8)

蒸気圧〔mmHg〕

7.39 

(1) 

(2) 

融点： 14°c 

度〔oc〕
I 10 I so I 

I 
I 120 157 I 244. 7 
j 2. 857 I 2. 584 I 2. 101 

760 

温

1108/(!+230) 

(7) 特記事項

8) 日本乳化剤（株）製品カタログ“グリコールエー

テル"(1978) 
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7. 40 Acetone (アセトン）

(1) 分子式： Cs比0
(2) 構造式： C-CO--C 

(3) 沸点： 56°C 融点：ー95°c

(4) 引火温度デーク
1) JIS引火点：（密閉式） --20°C1>, -19°C2> 

-22°C4> 

2) 下部引火点 (ti):-21°C4' 

3) 化学最論温度 (t,,):-11°C 

4) 上部引火点 (/2):8°C4' 

5) 試料：和光純薬特級，利根化学1級

6) 測定法：流通法

(5) 爆発限界データ

1) 爆発下限界 (L1):2.15%1>, 2. 5%2> 

2) 化学量論組成 (V,1):4. 97% 
3) 爆発上限界 (L2):13%1>,2> 

(6) 蒸気圧データ7)

蒸気圧〔mmHg〕

温

108/(t+230) 

度〔oc〕
I 1 I 5 I 10 
1-59. 4 1-40. 5 j-31.1 j-20. 8 

1 5. 862 1 5. 211 1 5. 028 I 4. 180 

[ Go j10oj2ooj 

-2.0 I +1. 1 j 22. 1 j 56.5 
4. 38614. 201 L3-~57 l 3. 490 
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7. 41 Methyl ethyl ketone (メチルエチルケトン）

(1) 分子式： C4比0
(2) 構造式： C-CO-C-C 

(3) 沸点： so0c 融点：ー86°C

(4) 引火温度データ

1) JIS引火点：（密閉式）ー9°C1>'-1°C2>
-9°C41 

2) 下部引火点 Ct1): -10°0> 

3) 化学量論湿度 Ct,,):4°c 
4) 上部引火点 Ct2):2s0c4> 

5) 試料：小宗化学1級，和光純薬特級

6) 測定法：流通法

(5) 爆発限界データ

1) 爆発下限界 (L1):1. 7% (93°Cにて）1), 1. 8%2) 

2) 化学量論組成 (V.1):3. 67% 
, 3) 爆発上限界 (L2): 11. 4% (93°Cにて）1)' 

9. 5%2''11. 5%2) 
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(6) 蒸気圧データ8)

蒸気圧〔mmHg)

温

1Q8/(t+230) 

(7) 特記事項

従来のJIS引火点ー1°cは適正でない（高すぎる）．
この物質の 7)記載の蒸気圧データは疑問があるの

で，採用しなかった．

8) 日本化学会編：化学便覧 (1984)

蒸気圧線はわずかに曲がっている．

度〔oc〕
I 10 I 20 I 60 I 200 I 760 
1-11. 71 -1. 71 17. 0 142. 5179. 6 
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(1) 

(2) 

7. 42 Methyl iso-butyl ketone (メチルイソプチルケトン）

分子式： CsH120 
構造式： C-CO-C-C-C 

t 
融点：ー80°C(3) 沸点： ll6°C 

(4) 引火温度データ
1) JIS引火点：（密閉式） 18°C1>, 14°C2>, 14°0> 
2) 下部引火点 (t1):l0°C4> 
3) 化学量論温度 (t,1):23°C 
4) 上部引火点 (ta):47°C4> 
5) 試料：米山薬品 CR,和光純薬特級
6) 測定法：流通法
(5) 爆発限界データ
1) 爆発下限界 (L1):1.2%(93°Cにて）1), 1. 2%2) 

1.4%2> 
化学量論組成 (V,1):2. 40% 
爆発上限界（ら）： 8.0%(93°Cにて）ll, 8. 0%2) 

7.5%2> 
a
s、

(7) 特記事項
この物質の”記載の蒸気圧データは疑問があるの
で，採用しなかっだ・
8) 日本化学会編：化学便覧 (1984);N. I. Sax: 
"Dangerous Properties of Industrial Materi-
als", 4th. Edit., p. 750 (1979) 
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(1) 

(2) 

蒸気圧〔mmHg〕

7. 43 Di-iso-butyl ketone (ジイソプチルケトン）
分子式： C9H1sO 
構造式： C-C-C-C-C-C-C 

I 11 
C O 6 

(3) 沸点： 168°C 融点：ー46°C

(4) 引火温度データ

1) JIS引火点：（密閉式） 49°C1>,2>, 47°C4> 
2) 下部引火点 (t1): 42°C4' 

3) 化学量論温度 Usヽ）： s4°c 
4) 上部引火点 Ct2):84°C4' 

5) 試料：和光純薬，米山薬品CP

6) 測定法：流通法

(5) 爆発限界デーク

1) 爆発下限界 CL1): O. 8% (93°Cにて）1) 

2) 化学量論組成 CV.,):L 59% 
3) 爆発上限界 (L2):7. 1% (93°Cにて）ll 

(6) 蒸気圧データ8)

1 10 -, 40 I 100 I 160 
I so I 80 I 104 I 168 
I 3. 571 I s. 226 I 2. 994 I 2. 513 ~8/(t+230) 

(71 特記事項

8) 幡野佐一編：別冊化学工業“蒸気圧線図（有機

化合物）", p. 115 (1961) 
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7. 44 Cyclohexanone (シクロヘキサノン）
分子式： Cs即 0

構造式：〈ー"-co
_/  

(3) 沸点： 156°c 

(4) 引火温度データ

1) JIS引火点：（密閉式） 44°C1>, 43°C2>, 44°C4> 
2) 下部引火点 (ti):38°C4> 

3) 化学董論温度 ct.,):52°c 

4) 上部引火点 (t2):78°C4> 

5) 試料：和光純薬特級

6) 測定法：流通法

(5) 爆発限界データ

1) 爆発下限界 (L1): 1. 1% (100°Cにて）1)' 

1.3%2> 

2) 化学量論組成 (V,,):2. 55% 
3) 爆発上限界 (L2):9. 4%1>,2> 

(6) 蒸気圧データ7)

(1) 

(2) 

融点：ー26°C

蒸気圧〔mmHg〕 1115110120  

湿度 (°C) I +1.41 26.4 I 38.7 I 52.5 
103/(t+230) I 4. 322 I 3. 900 I 3. 122 I 3. 540 

60 I 100 I 200 I 160 
77. 5 I 90. 4 1110. 31155. 6 
3. 252 I 3. 121 I 2. 939 I 2. 593 

(7) 特記事項
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7. 45 Acetophenone (アセトフェノン）
(1) 分子式： C凸 0

(2) 構造式： Q-co-c 
(3) 沸点： 202°c 

(4) 引火温度データ
1) JIS引火点：（密閉式）77°C1>, 105°C2>, 79°C4> 

2) 下部引火点 (/1):7ooe41 

3) 化学量論温度 (t,,):88°C 

4) 上部引火点 (t2):116°C 

5) 試料：第一化学1級，米山薬品 EP

6) 測定法：流通法

(5) 爆発限界データ
1) 爆発下限界 (L1): 0. 9%61 

2) 化学量論組成 (V,ヽ）： 2.16% 
3) 爆発上限界 (L2): 6. 8%6> 
(6) 蒸気圧データ7)

融点： 20°c 

蒸気圧〔mmHg〕 1 5 10 20 

温度〔℃） 37.1 64.0 78.0 92.4 

103; (t+ 230) 3.744 3.401 3.247 3.102 

60 100 200 760 

119.8 133.6 154.2 202.4 

2.859 2. 750 2.603 2.313 
(7) 特記事項

従来の JIS引火点10s0cは適正でない．
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7. 46 Acetic acid (酢酸）
(1) 分子式： C2H402 

(2) 構造式： C-COOH 

(3) 沸点： 118°C 融点： 11°c 

(4) 引火温度データ
1) JIS引火点：（密閉式） 39°C1>, 40°C2>, 40°C4> 
2) 下部引火点 (ti):35°C4> 

3) 化学量論温度 (t,1):56°C 

4) 上部引火点 (t2):60°C4> 

5) 試料：和光純薬1級，、特級

6) 測定法：流通法及び静置法

(5) 爆発限界デーク
1) 爆発下限界 (Li):4. 0%1>•2>, 5. 4%2> 

2) 化学量論組成 (V,1):9. 48% 
3) 爆発上限界 (L2):19. 9% (93°Cにて）1), 17%2) 

(6) 蒸気圧デーク7)

蒸気圧〔mmHg〕 1 5 10 20 

温度〔℃〕 -17.2 +6.3 17.5 29.9 

103/(t+230) 4.699 4.232 4.040 3.848 

60 100 200 760 

51. 7 63.0 80.0 118.1 

3.550 3.413 3.226 2.873 

(7) 特記事項

上部引火点と爆発上限界の対比の差が大きいが，そ
の原因ははっきりわからない．あるいは酢酸分子の分

子会合の影響があるのかもしれない．
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7. 47 n-Caproic acid (nーカプロン酸）

(1) 分子式： CaH12゚ 2
(2) 構造式： C―C-C-C-C-COOH 
(3) 沸点： 206°C 融点：ー3°c

(4) 引火温度データ

1) JIS引火点：（密閉式） 102°C4> 
（開放式） 102°C1L2) 

2) 下部引火点 (ti):93°C4> 

3) 化学量論温度 (t,,):111°C 

4) 上部引火点 (t2): 134°C4> 

5) 試料：和光純薬

6) 測定法：流通法

(5) 爆発限界データ
1) 爆発下限界 (L1):1. 0%6> 

2) 化学彙論組成 (V.,):2. 55% 

3) 爆発上限界 (L2): 7. 8%6> 

l6l蒸気圧データ8)

蒸気圧〔mmHg〕

度［℃〕

10 20 60 200 

温 98.5 111.4 134.5 164.6 

760 

205.7 

10ツ(t+230) 3.044 2.929 2.743 2.534 2.295 2
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(7) 特記事項

この物質(J_;7)記載の蒸気圧データは疑問があるの

で，採用しなかった．

8) 日本化学会編：化学便覧 (1984)

爆発温度範囲
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7. 48 Acetic anhydride (無水酢酸）
(I) 分子式： C4HsOs 

(2) 構造式： c-co 

c-co 
〉o

(3) 沸点： 140°c 

(4) 引火温度データ
1) JIS引火点：（密閉式） 49°C1> ,2>, 53°C4> 
2) 下部引火点 (ti):46°C4> 

3) 化学星論温度 (t,,):61°C 

4) 上部引火点 (/2): 79°C4> 

5) 試料：純正化学1級

6) 測定法：流通法

(5) 爆発限界デーク
1) 爆発下限界 (Li):2. 0%2>, 2. 7%2> 

2) 化学量論組成 (V心： 4.97% 

3) 爆発上限界 (L2): 10. 3%1>, 10. 2%2> 

(6) 蒸気圧データ7)

融点：ー73°c

蒸気圧〔mmHg〕 1 5 10 20 

温度〔℃〕 +1.7 24.8 36.0 48.3 

103/(t+230) 4.316 3.925 3.759 3.593 

60 100 200 760 

70.8 82.2 100.0 139.6 

3.324 3.203 3.030 2.706 

(7) 特記事項
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7. 49 Maleic anhydride (無水マレイン酸）
(1) 分子式： C4比Os
(2) 構造式： c-co 

II 
c-co 
〉o

(3) 沸点： 200°c 

(4) 引火温度データ

1) JIS引火点：（密閉式） 102°C1>, 103°C2> 
99°C4> 

2) 下部引火点 <t1):91°C4> 

3) 化学量論温度 (t,ヽ）： 113°c 

4) 上部引火点 <t2): 162°C4> 

5) 試料：米山薬品 EP,和光純薬1級
6) 測定法：流通法

(5) 爆発限界データ

1) 爆発下限界 (L1):1. 4%1>, 2. 5%6> . 

2) 化学量論組成 (V.,):6. 53% 

3) 爆発上限界 (L2):7. 1%1>, 36%6> 
(6) 蒸気圧デーク1),8)

融点： 58°C 

蒸気圧〔mmHg〕 1 5 10 20 

温度〔℃〕 44.0 63.4 78.5 92.6 

10切(t+230) 3.650 3.408 3.241 3.100 

60 200 760 

118.2 152.1 199.6 

2.872 2.617 2.328 
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(7) 特記事項

従来の爆発限界 1.4~7.1%は適正と考えられない
ので，採用しない．

8) 日本化学会編：化学便覧 (1984)

7. 50 Benzoic acid (安息香酸）
(1) 分子式： C,He02 

(2) 構造式： Q-cooH 

(3) 沸点： 249°c 

(4) 引火温度データ

1) JIS引火点：（密閉式） 121°C1>,2>'138°C4> 
2) 下部引火点 (/1): 128°C4> 

3) 化学量論温度 (t.,):148°C 

4) 上部引火点 (ts):173°C4> 

5) 試料：米山薬品 EP

6) 測定法：静置法

(5) 爆発限界データ

1) 爆発下限界 (L1):1.1%6> 

2) 化学量論組成 (V.、）:2.72% 

3) 爆発上限界 (L2):7. 9%6> 

(6) 蒸気圧データ7)

融点： 122°c 
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蒸気圧〔mmHg〕 1 5 10 20 

温度〔℃〕 96.0 119.5 132.1 146. 7 

10切(t+230) 3.067 2.861 2. 762 2.655 

60 100 200 760 

172.8 186.2 205.8 249.2 

2.483 2.403 2.295 2.087 
(7) 特記事項

融点がこのように高い物質は，流通法では適正な測

定ができない．

蒸気圧線は融点を境として曲がっている．
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測定物質の一覧

1. n—ヘキサン 2. n—ヘプタン

3. nーオクタン 4. ベンゼン

5. トルエン 6. エチルベンゼン

7. 〇ーキシレン 8. mーキシレン

9. pーキシレン 10. ナフタリン

11. シクロヘキサン 12. メチルアルコール

13. エチルアルコール 14. nープロピルアルコール

15. イソプロピルアルコール 16. n—ブチルアルコール

17. イソブチルアルコール 18. secーブチルアルコール

19. tertーブチルアルコール 20. nーアミルアルコール

21. イソアミルアルコール 22. n—ヘキシルアルコール

23. メチルイソブチルカルビノール 24. シクロヘキサノール

25. エチレングリコール 26. プロピレングリコール

27. フルフリルアルコール 28. フェノール

29. oークレゾール 30. mークレゾール

31. pークレゾール 32. ジエチルエーテル

33. ジイソプロビルエーテル 34. 1,4ージオキサン

35. トリオキサン 36. エチレングリコールモノメチルエーテル

37. エチレングリコールモノエチルエーテル 38. エチレングリコールモノイソブチルエーテ}1、

39. エチレングリコールモノフェニルエーテル 40. アセトン

41. メチルエチルケトン 42. メチルイソブチルケトン

43. ジイソブチルケトン 44. シクロヘキサノン

45. アセトフェノン 46. 酢酸

47. nーカプロン酸 48. 無水酢酸

49. 無水マレイン酸 50. 安息香酸
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